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レタープレス㈱

に
栗
が
実
り
、
青
空
に
ト
ン
ボ
が
飛

び
交
い
、
そ
の
景
色
の
中
で
、
大
き

く
息
を
吸
う
（
マ
ス
ク
生
活
で
大
き

な
息
を
吸
う
の
も
忘
れ
て
い
た
）
何

か
体
の
隅
々
ま
で
酸
素
が
い
き
わ
た

り
生
き
返
っ
た
気
が
し
た
。

　

今
、
倒
産
件
数
の
増
加
、
雇
い
止

め
、
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
な
ど
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、Go to

ト
ラ
ベ
ル

を
は
じ
め
、Go T

o

イ
ー
ト
、
入
場

制
限
の
緩
和
、
支
援
補
助
金
な
ど
の

経
済
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
い
な
が

ら
、
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

来
年
の
今
頃
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
で

き
「
先
生
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
の
で
一

週
間
休
み
ま
す
」
こ
ん
な
日
常
が
来

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
顧
問
先
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

國
平　

敏
朗

　

最
近
、
プ
ロ
野
球
観
戦
（
七
月
十

八
日
：
ヤ
ク
ル
ト
戦
）
に
行
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
対
策
に
よ
っ
て
、
一
般

席
は
、
こ
と
ご
と
く
払
い
戻
し
に
な

り
、
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、
年

間
指
定
席
を
持
っ
て
い
る
方
か
ら
招

待
さ
れ
た
の
で
、
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
五
千
人
ほ
ど
し
か
入
場
で

き
な
い
た
め
、
入
場
時
に
は
、
密
に

な
る
こ
と
は
、あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

球
場
に
入
る
と
、
す
べ
て
の
お
店
が

営
業
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
並

ん
で
い
る
客
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ビ
ー
ル
や
、
う
ど
ん
は
、

フ
タ
で
締
め
切
っ
た
状
態
で
、
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、売
り
子
さ
ん
も
、

二
人
一
組
で
、
一
人
は
、
お
金
の
受

性
所
得
に
対
す
る
課
税
の
あ
り
方
等

に
も
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
と
法
人
成

り
企
業
に
対
す
る
課
税
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
…
」
と
あ
る
。
か
つ
て

の
「
特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給

与
損
金
不
算
入
制
度
」
の
復
活
の
兆

し
が
あ
る
。
財
務
官
僚
は
な
か
な
か

し
ぶ
と
い
と
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で

あ
る
。

岡
本　

倫
明

　

夜
空
澄
み
わ
た
り
、
月
の
美
し
い

晩
が
続
い
て
お
り
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
九
月

二
十
二
日
現
在
、
世
界
で
三
千
百

万
人
が
感
染
し
九
十
六
万
人
が
死

亡
し
て
い
る
。

　

日
本
も
七
万
九
千
人
が
感
染
し
千

五
百
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
四
月
七

日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
五
月

二
十
五
日
に
全
面
解
除
と
な
っ
た
。

あ
れ
か
ら
四
か
月
に
な
る
が
、
な
か

な
か
コ
ロ
ナ
は
終
息
し
な
い
。

　

当
事
務
所
も
、
資
格
税
理
士
は
私

の
み
、
私
が
感
染
す
る
と
経
営
に
大

き
な
支
障
を
き
た
す
。

　

ひ
た
す
ら
接
触
を
避
け
、
出
張
時

は
マ
ス
ク
、
消
毒
液
持
参
、
帰
る
と

う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行
、
家
に
帰

る
と
外
出
し
な
い
。
こ
の
生
活
が
何

か
月
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
あ
る
人
か
ら
葉
書
を

い
た
だ
き
、
そ
の
中
に
「
夜
空
澄
み

わ
た
り
、
月
の
美
し
い
晩
が
続
い

て
お
り
ま
す
」
長
い
こ
と
「
夜
空
」

「
月
」
を
見
て
い
な
い
こ
と
に
気
が

付
い
た
。

　

早
速
翌
日
、
公
園
に
散
歩
に
出
か

け
た
。
公
園
に
は
秋
桜
、
鶏
頭
な
ど

が
咲
き
誇
り
、
栗
の
木
に
、
た
わ
わ

け
渡
し
、
も
う
一
人
は
、
ビ
ー
ル
を

つ
ぐ
と
い
っ
た
よ
う
で
、
今
ま
で
の

営
業
ス
タ
イ
ル
と
は
、
か
な
り
違
っ

た
よ
う
で
し
た
。
職
業
柄
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
と
て
も
目
に
つ
き
ま

し
た
。
試
合
の
ほ
う
は
、
負
け
ま
し

た
が
、
ケ
ム
ナ
・
島
内
の
好
投
、
堂

林
の
ヒ
ッ
ト
が
見
え
た
の
で
、
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
！！

杉
本　

芳
樹

　

前
号
の
編
集
後
記
に
て
株
価
に
つ

い
て
触
れ
た
が
、
値
動
き
の
激
し
さ

が
収
ま
り
そ
う
も
な
い
。
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
で
二
〇
二
〇
年
三
月
に
底

ま
で
落
ち
た
が
、
そ
こ
か
ら
盛
り
返

し
、
六
月
の
時
点
の
日
経
平
均
で
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
戻
し
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
反
発
具
合
は
、
実
態
経

済
と
株
価
の
乖
離
が
激
し
い
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
再
燃
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止
へ
の
不
安
、
安
倍

総
理
辞
任
な
ど
不
安
定
な
状
況
に
反

落
を
み
せ
な
が
ら
も
上
下
動
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
今
頃
は
想
像
す
ら
し
な

か
っ
た
世
の
中
の
状
況
で
あ
り
、

様
々
な
面
で
生
活
様
式
が
一
変
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
株
価
が
上
が
る

会
社
、
下
落
が
止
ま
ら
な
い
会
社
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
、
景
気
の
い
い
業
界
、
そ
う
で

な
い
業
界
、
様
々
な
事
を
株
価
が
反

映
し
て
い
て
大
変
興
味
深
い
。
二
〇

二
一
年
は
、
ど
ん
な
状
況
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
株

価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
る
。

楠
部　

誠

　

菅
総
理
誕
生
か
ら
二
か
月
で
あ

る
。

　

な
ぜ
か
菅
（
カ
ン
）
と
読
ん
で

し
ま
う
の
は
自
分
だ
け
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

ま
だ
、
菅
（
す
が
）
と
読
む
と
、

官
房
長
官
と
言
っ
て
し
ま
う
。

　

政
権
の
政
策
を
み
る
と
、
銀
行
の

再
編
、
携
帯
料
金
の
値
下
げ
な
ど
の

大
幅
な
規
制
の
緩
和
、
デ
ジ
タ
ル
庁

の
設
置
、
地
方
の
再
生
な
ど
、
内
政

に
重
点
を
お
い
た
政
策
と
な
っ
て
い

る
。
税
理
士
感
覚
で
い
う
と
、
銀
行

の
数
が
多
す
ぎ
る
の
は
同
調
で
き

る
。
携
帯
電
話
の
料
金
の
高
さ
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

過
去
に
も
官
房
長
官
か
ら
首
相
に

な
っ
た
小
渕
首
相
は
、
当
初
あ
ま
り

期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
徐
々

に
評
価
が
高
ま
っ
た
。
今
後
の
菅
政

権
に
期
待
す
る
。（
カ
ン
で
は
な
い
）

　

一
転
し
て
、
二
〇
二
〇
年
の
税
制

改
正
の
大
綱
の
な
か
で
気
に
な
っ
た

点
に
つ
い
て
二
点
。

　

一
点
目
は
、
印
紙
税
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
。「
近
年
の
電
子
取
引
の

増
大
等
を
踏
ま
え
、
印
紙
税
の
現
代

的
意
義
を
含
め
、
そ
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
す
。」
と
あ
る
。
同
意

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
実
務
家

と
し
て
、
近
年
不
公
平
が
発
生
し
て

い
る
と
感
じ
る
。

　

二
点
目
は
、
小
規
模
企
業
等
に
係

る
税
制
の
あ
り
方
の
検
討
す
る
（
所

得
税
、
個
人
住
民
税
）
と
あ
る
。

「
個
人
事
業
主
、
同
族
会
社
、
給
与

所
得
者
の
課
税
の
バ
ラ
ン
ス
や
勤
労
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平
素
か
ら
本
連
盟
の
活
動
に
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
の
た
め
、
税
理
士
会
や
関

係
団
体
の
行
事
は
中
止
又
は
縮
小
し
て

開
催
さ
れ
現
在
も
感
染
第
二
波
と
思
わ

れ
る
状
況
が
全
国
で
続
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
誠
に
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
当
初
の
松
江
で
の
開
催
を
変
更
し
、

本
日
は
こ
の
よ
う
な
形
で
定
期
大
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
の

定
期
大
会
は
、
元
通
り
松
江
市
に
お
い

て
盛
大
に
開
催
を
い
た
し
た
く
、
島
根

県
税
政
連
に
お
願
い
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
税
政
連
の
活
動
と
申
し
ま
す

と
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
税
制
改
正
要
望
の
実
現

と
、
も
う
ひ
と
つ
は
後
援
会
の
活
動
で

あ
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
前
半
は
毎
年
の
税
制
改
正

に
向
け
た
要
望
活
動
を
軸
と
し
て
、
国

会
議
員
に
対
す
る
陳
情
を
中
心
に
活
動

し
、
予
定
通
り
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

後
半
は
後
援
会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
時

期
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
会
合
が
制
限
さ
れ
、
後
援
会
活
動
に

も
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

我
々
の
組
織
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

行
事
で
あ
り
、
新
規
登
録
者
に
対
し
税

政
連
へ
の
入
会
勧
奨
を
行
う
機
会
で
あ

る
「
税
理
士
証
票
交
付
式
」
が
四
月
以

降
中
止
さ
れ
、
今
後
も
引
き
続
き
来
年

三
月
ま
で
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

新
入
会
員
と
接
触
す
る
機
会
を
奪
わ
れ

非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
手
を
拱
い
て
い
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
実
効
性
の

高
い
新
し
い
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
そ
の
節
に
は
皆
様
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
実
施
し
た
施
策
の
中

で
三
つ
の
新
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
一
月
十
四
日
新
年
賀
詞

交
歓
会
の
前
刻
に
後
援
会
の
会
長
と
幹

事
長
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
後
援
会

運
営
に
関
し
て
意
見
交
換
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
後
援
会
ご
と
に
状
況
は
異
な

り
ま
す
が
、
自
身
の
後
援
会
以
外
の
活

動
や
悩
み
を
認
識
・
共
有
す
る
非
常
に

有
意
義
な
会
議
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

二
つ
目
は
三
月
二
十
六
日
に
広
報
委

員
会
と
後
援
会
対
策
委
員
会
の
共
催
に

よ
り
、
若
い
会
員
の
後
援
会
へ
の
加
入

が
進
ん
で
い
な
い
原
因
を
探
り
率
直
な

ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
若
手
税
理
士
と

の
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
若
手
税

理
士
か
ら
は
税
政
連
と
後
援
会
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
を
聴
取
す
る
一
方
で
、
本

連
盟
か
ら
は
税
政
連
の
活
動
目
的
や
存

在
意
義
を
明
確
に
伝
え
る
機
会
と
な

り
、
十
分
に
そ
の
目
的
が
果
た
さ
れ
た

企
画
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
規
約
改
正
で
す
。
本
連
盟

で
は
日
税
政
の
規
約
改
正
の
趣
旨
を
受

け
、
昨
年
の
大
会
で
全
面
改
正
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
地
区
税
政
連
か

ら
他
税
政
連
に
あ
る
よ
う
な
会
費
徴
収

時
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
、
会
員

の
定
義
等
に
つ
い
て
の
統
一
的
な
見
解

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
組

織
委
員
会
に
お
い
て
検
討
の
結
果
、
改

正
規
約
案
を
作
成
し
、
あ
く
ま
で
ヒ
ナ

型
と
し
て
地
区
税
政
連
に
提
示
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
税
政
と
本
連
盟
の
改
正
規
約
で
は

時
代
に
即
し
た
運
営
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

化
を
目
的
に
組
織
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
し

て
「
総
務
会
」
と
い
う
機
関
を
廃
止
い

た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
税
政
連

は
税
理
士
会
の
方
針
に
添
い
行
動
す
る

こ
と
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
お
互

い
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
遂
行
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
連
携
を
深
め

る
た
め
に
も
総
務
会
を
そ
の
ま
ま
残

し
、
支
部
長
が
税
政
連
の
構
成
員
に

な
っ
て
税
政
連
の
存
在
意
義
と
活
動
目

的
を
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
で
、
県

連
・
地
区
税
政
連
相
互
の
連
携
が
密
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
昨
年
度
の
主
な
新
規
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
遂
行
で
き
た
の
で
は
な
い

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
広

島
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
十
分
な
ご
審
議

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

中
国
税
理
士
政
治
連
盟
　
会
長

重
　
近
　
　
　
實

会長あいさつ

変
革
と
継
承�

（
九
月
十
一
日
開
催 

第
五
十
二
回
定
期
大
会
あ
い
さ
つ
か
ら
抜
粋
）
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一
．
日
　
時

令
和
二
年
九
月
十
一
日
（
金
）

十
二
時
二
十
五
分
～
十
三
時
十
分

二
．
場
　
所

広
島
市
・
中
国
税
理
士
会
館
四
階

会
議
室

三
．
出
席
者

重
近
会
長
、
藤
中
・
伊
藤
・
冨
山
・

中
尾
・
細
木
副
会
長
、
海
老
澤
・

松
田
・
田
中
総
務
、
井
上
幹
事
長
、

髙
橋
・
中
原
・
山
﨑
・
岡
本
・
荒
神

幹
事
、
星
野
会
計
監
事

【
議
　
案
】

第
一
号
議
案　

令
和
元
年
度
運
動
経

過
並
び
に
組
織
活
動
報
告
承
認
の

件
第
二
号
議
案　

令
和
元
年
度
収
支
決

算
承
認
の
件

第52回

中
国
税
理
士
政
治
連
盟
定
期
大
会
議
事
録

第
三
号
議
案　

中
国
税
理
士
政
治
連

盟
規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認

の
件

第
四
号
議
案　

令
和
二
年
度
運
動
方

針
（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案　

令
和
二
年
度
組
織
活

動
方
針
（
案
）
承
認
の
件

第
六
号
議
案　

令
和
二
年
度
収
支
予

算
（
案
）
承
認
の
件

第
七
号
議
案　

大
会
決
議
（
案
）
承

認
の
件

【
議
　
事
】

　

定
刻
、
司
会
の
山
﨑
幹
事
か
ら
開
会

に
先
立
ち
、
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
防
止
の
た
め
、
税

理
士
会
と
関
係
団
体
の
行
事
は
中
止
又

は
縮
小
開
催
さ
れ
、
現
在
も
感
染
第
二

波
と
思
わ
れ
る
状
況
が
全
国
で
発
生
し

て
お
り
、
本
連
盟
に
お
い
て
も
、
こ
の

よ
う
な
形
で
来
賓
と
代
議
員
不
在
に
よ

り
開
催
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と

の
説
明
が
あ
り
、
当
初
の
開
催
地
で
来

賓
を
予
定
し
て
い
た
島
根
県
の
細
田
博

之
議
員
と
日
税
政
の
太
田
直
樹
会
長
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
戴
し
て
い
る
旨
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
本
日
の
出
席
状
況
に
つ
い

て
、
構
成
員
七
十
九
名
中
、
本
人
出
席

十
六
名
、
委
任
状
出
席
六
十
三
名
で
構

成
員
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
数

を
確
保
し
て
お
り
、
本
連
盟
規
約
第

二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
本
大

会
は
有
効
に
成
立
し
て
い
る
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

開
会
挨
拶
に
移
り
、
重
近
会
長
か
ら

昨
年
九
月
七
日
の
就
任
以
来
、
税
政

連
・
後
援
会
の
必
要
性
を
様
々
な
角
度

か
ら
検
討
し
、
発
信
す
る
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
そ
の
大
き
な
も
の
と
し

て
、
後
援
役
員
と
の
意
見
交
換
会
、
税

政
連
・
後
援
会
の
活
動
を
テ
ー
マ
と
す

る
若
手
税
理
士
と
の
座
談
会
、
そ
し
て

会
員
の
定
義
の
明
確
化
を
目
的
と
し
た

地
区
税
政
連
規
約
改
正
案
ヒ
ナ
型
を
作

成
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

税
理
士
証
票
交
付
式
等
の
中
止
に
よ

り
、
新
入
会
員
に
税
政
連
の
活
動
と
必
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要
性
を
説
明
す
る
機
会
が
失
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
よ
り
実
効
性
の
高
い
施
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
関
係
役
員
に
は
、

引
き
続
き
本
連
盟
の
活
動
に
ご
協
力
願

い
た
い
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
司
会
者
が
議
案
審
議
の
た

め
、
議
長
団
選
出
に
つ
い
て
議
場
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、「
司
会
者
一
任
」
の

声
が
あ
っ
た
た
め
、
議
長
に
藤
中
副
会

長
、
副
議
長
に
中
尾
副
会
長
を
指
名

し
た
。

　

藤
中
副
会
長
は
議
長
席
に
着
き
、
議

事
録
署
名
人
に
海
老
澤
総
務
と
松
田
総

務
の
両
名
を
指
名
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
運
動
経
過

並
び
に
組
織
活
動
報
告
承
認
の
件

　

議
長
は
第
一
号
議
案
を
上
程
。

　

井
上
幹
事
長
が
、
事
前
配
付
の
議
案

書
に
よ
り
令
和
二
年
度
税
制
改
正
要
望

の
実
現
に
向
け
た
活
動
及
び
税
制
改
正

大
綱
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
項
目
、
税
理

士
の
職
能
が
活
用
さ
れ
る
公
益
的
業
務

へ
の
参
入
状
況
、
後
援
会
組
織
の
強
化

と
広
報
活
動
に
関
す
る
数
々
の
施
策
、

組
織
率
向
上
の
た
め
の
積
極
的
な
取
組

み
等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

議
長
は
、
議
場
に
対
し
質
問
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
質
問
は
な
く
、
採
決
に
移

り
、
絶
対
的
多
数
の
挙
手
賛
成
と
委
任

状
に
よ
る
六
十
三
名
の
賛
成
を
も
っ
て

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
旨
を
宣
し
た
。

第
二
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件

　

議
長
は
第
二
号
議
案
を
上
程
。

　

中
原
財
務
委
員
長
が
、
収
入
の
部
に

つ
い
て
は
衆
議
院
の
解
散
が
な
か
っ
た

た
め
日
税
政
か
ら
の
交
付
金
が
減
少
し

た
が
、
会
費
収
入
が
予
算
を
上
回
っ
た

た
め
当
期
収
入
合
計
は
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。
支
出
の
部
に
つ
い
て
は
概
ね
予
定

ど
お
り
の
執
行
で
あ
る
が
、
活
動
の
活

性
化
に
よ
り
会
議
費
と
広
報
費
が
予
算

を
若
干
超
過
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
後
援
会
の
財
政
を
支
援
す
る

た
め
後
援
会
助
成
金
に
お
い
て
所
要
の

措
置
を
講
じ
た
。
そ
の
他
前
述
の
選
挙

が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
選
挙
対
策

費
が
未
執
行
と
な
っ
た
が
、
執
行
率

八
三
・
五
％
、
次
期
繰
越
収
支
差
額

千
五
百
三
十
二
万
五
千
七
百
三
十
七
円

で
決
算
し
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。
続
い

て
正
味
財
産
増
減
計
算
書
他
二
書
類
の

説
明
に
際
し
貸
借
対
照
表
中
の
誤
植
箇

所
を
述
べ
た
後
、
各
事
項
の
説
明
を
終

了
し
た
。

　

議
長
は
、
こ
こ
で
監
査
報
告
を
求

め
、
会
計
監
事
を
代
表
し
て
星
野
会
計

監
事
か
ら
、「
会
計
監
査
の
結
果
、
収

支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、

貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
の
各
事
項
に

つ
い
て
監
査
し
た
と
こ
ろ
、
適
正
で
あ

る
。」
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
、
議
場
に
対
し
質
問
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
質
問
は
な
く
、
採
決
に
移

り
、
絶
対
的
多
数
の
挙
手
賛
成
と
委
任

状
に
よ
る
六
十
三
名
の
賛
成
を
も
っ
て

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
旨
を
宣
し
た
。

第
三
号
議
案
　
中
国
税
理
士
政
治
連
盟

規
約
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

　

議
長
は
第
三
号
議
案
を
上
程
。

　

井
上
幹
事
長
が
本
連
盟
規
約
の
改
正

趣
旨
に
つ
い
て
、
昨
年
度
に
全
面
改
正

を
行
っ
た
が
定
期
大
会
に
お
け
る
構
成

員
や
議
決
事
項
の
優
先
事
項
な
ど
、
会

務
運
営
上
実
情
に
沿
わ
な
い
運
用
が
あ

る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
あ

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
長
は
、
議
場
に
対
し
質
問
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
質
問
は
な
く
、
採
決
に
移

り
、
絶
対
的
多
数
の
挙
手
賛
成
と
委
任

状
に
よ
る
六
十
三
名
の
賛
成
を
も
っ
て

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
旨
を
宣
し
た
。

第
四
号
議
案
　
令
和
二
年
度
運
動
方
針

（
案
）
承
認
の
件

第
五
号
議
案
　
令
和
二
年
度
組
織
活
動

方
針
（
案
）
承
認
の
件

　

議
長
は
関
連
の
あ
る
第
四
号
議
案
及

び
第
五
号
議
案
を
一
括
上
程
。

　

井
上
幹
事
長
が
、
第
四
号
議
案
に
つ

い
て
は
運
動
方
針
前
段
と
重
点
運
動
九

項
目
を
朗
読
し
、
第
五
号
議
案
に
つ
い

て
は
、
五
つ
の
委
員
会
に
よ
る
今
後
の

活
動
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

議
長
は
、
議
場
に
対
し
質
問
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
質
問
は
な
く
、
採
決
に
移

り
、
絶
対
的
多
数
の
挙
手
賛
成
と
委
任

状
に
よ
る
六
十
三
名
の
賛
成
を
も
っ
て

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
旨
を
宣
し
た
。
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行
っ
た
。

　

議
長
は
、
議
場
に
対
し
質
問
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
質
問
は
な
く
、
採
決
に
移

り
、
絶
対
的
多
数
の
挙
手
賛
成
と
委
任

状
に
よ
る
六
十
三
名
の
賛
成
を
も
っ
て

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
旨
を
宣
し
た
。

　

以
上
で
、
全
議
案
の
審
議
を
終
了
し

た
た
め
、
議
長
は
審
議
協
力
に
対
す
る

謝
辞
を
述
べ
て
降
壇
し
た
。

　

最
後
に
冨
山
副
会
長
が
閉
会
あ
い
さ

つ
を
述
べ
、
十
三
時
十
分
を
も
っ
て
閉

会
し
た
。

第
六
号
議
案
　
令
和
二
年
度
収
支
予
算

（
案
）
承
認
の
件

　

議
長
は
第
六
号
議
案
を
上
程
。

　

中
原
財
務
委
員
長
が
、
収
入
の
部
に

つ
い
て
会
費
収
入
は
本
年
七
月
一
日
現

在
の
会
費
納
付
者
を
基
準
と
し
て
算

出
、
支
出
の
部
に
つ
い
て
は
、
島
根
県

か
ら
広
島
県
・
中
国
税
理
士
会
館
に
場

所
を
変
更
し
開
催
規
模
を
大
幅
に
縮
小

し
た
本
日
開
催
の
大
会
費
、
前
年
実
績

か
ら
会
議
費
と
広
報
費
を
増
額
、
令
和

三
年
十
月
の
衆
議
院
議
員
任
期
満
了
に

よ
る
総
選
挙
等
に
備
え
た
選
挙
対
策
費

の
計
上
、
後
援
会
助
成
金
で
は
後
援
会

総
会
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
対
応
の
た
め
の
補
助
を
盛
り
込
ん

で
、
前
年
度
予
算
か
ら
約
二
百
七
十
八 

万
円
の
減
額
予
算
と
し
た
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　

議
長
は
、
議
場
に
対
し
質
問
を
求
め

た
と
こ
ろ
、
質
問
は
な
く
、
採
決
に
移

り
、
絶
対
的
多
数
の
挙
手
賛
成
と
委
任

状
に
よ
る
六
十
三
名
の
賛
成
を
も
っ
て

本
議
案
は
承
認
さ
れ
た
旨
を
宣
し
た
。

第
七
号
議
案
　
大
会
決
議
（
案
）
承
認

の
件

　

議
長
は
第
七
号
議
案
を
上
程
。

　

井
上
幹
事
長
が
計
七
項
目
の
朗
読
を

─ 後援会活動に関する記事を掲載しています ─

広報委員会

　広報委員会では、機関誌「中国税政連」を企画・編集しており、本連盟の活動
状況や国会議員のコメントを掲載して、5月、11月、1月の年3回、会員の皆様に
お届けしています。
　また、1月発行の新年号では「後援会だより」のコーナーを設けて、税政連活
動の基盤である後援会の活動状況を掲載しているところです。
　後援会の設立や定期総会の開催、議員事務所への訪問や確定申告会場の後援議
員の視察実現など、様々な後援会活動がありますが、原稿とお写真をいただけれ
ばその都度各号に掲載いたします。
　後援会活動のPRは税政連活動の活性化にもつながります。
　皆様からの原稿をお待ちしています。
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い
税
制
等
の
実
現
を
目
指
す
提
言
と
理

解
し
ま
し
た
。
今
後
の
税
制
改
正
議
論

の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
反
対

に
つ
い
て
は
、
税
の
専
門
家
、
納
税
者

の
立
場
、
双
方
か
ら
の
貴
重
な
意
見
・

要
望
と
し
て
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
甚
大
な
影

響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
支
援
の
提
言

税
理
士
に
よ
る
後
援
会
だ
よ
り

　
本
年
七
月
二
十
日
開
催
の
日
税
政
幹

事
会
で
決
定
さ
れ
た
「
令
和
三
年
度
税

制
改
正
に
関
す
る
要
望
」
及
び
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

う
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
」
の
実

現
に
向
け
て
、
各
後
援
会
で
は
帰
省

中
の
国
会
議
員
等
と
面
会
し
、
要
望
の

趣
旨
と
実
効
性
に
つ
い
て
理
解
と
協
力

を
求
め
る
た
め
各
地
で
陳
情
活
動
を

行
っ
た
。

─ 
令
和
三
年
度
税
制
改
正
等
の
実
現
に
向
け
た
陳
情
活
動 

─

河
村
建
夫
後
援
会

　
令
和
二
年
八
月
十
二
日
（
水
）、
宇

部
市
の
後
援
会
事
務
所
に
て
河
村
議
員

と
面
会
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
お
時
間
を
割
い
て

い
た
だ
い
た
議
員
か
ら
は
、「
税
制
改

正
要
望
に
つ
い
て
、
税
の
専
門
家
の
視

点
か
ら
申
告
納
税
制
度
の
維
持
発
展
を

基
本
と
し
、
一
方
、
納
税
者
の
視
点
か

ら
は
公
平
・
適
正
で
事
務
負
担
の
少
な

に
関
し
、
今
回
、
申
告
・
納
付
期
限
の

延
長
を
始
め
と
し
て
早
い
対
応
が
取
ら

れ
、
納
税
者
の
税
務
事
務
の
負
担
軽
減

に
有
用
で
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
十
分
な
体
力
回

復
が
図
ら
れ
な
い
中
、
事
業
者
へ
の
ダ

メ
ー
ジ
は
進
行
し
て
い
く
も
の
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
欠
損
金
の
扱
い
の
拡
充
を

始
め
と
し
て
要
望
書
の
中
で
提
言
さ
れ

て
い
る
意
見
を
、
行
政
面
か
ら
税
制
に

よ
る
支
援
策
構
築
の
参
考
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
税
理
士
会
の
要
望

に
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
援
会
長
　
原
田
　
鉄
也

山
下
た
か
し
後
援
会

　
令
和
二
年
七
月
十
一
日
（
土
）
十
二

時
よ
り
、
岡
山
県
税
理
士
会
館
に
お
い

て
標
記
の
会
を
開
催
し
た
。 

こ
の
会

は
、
山
下
貴
司
議
員
か
ら
の
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
諸
施

策
に
つ
い
て
、
対
象
と
な
る
中
小
企
業

の
現
場
の
声
や
、
中
小
企
業
を
支
援
す

る
立
場
の
税
理
士
の
意
見
を
聞
か
せ
て

欲
し
い
、
と
の
意
向
に
よ
り
開
催
す
る

運
び
と
な
っ
た
も
の
。
そ
し
て
会
を
よ

り
充
実
し
た
内
容
の
も
の
に
す
る
た

め
、
事
前
に
質
問
・
意
見
を
募
り
、
議

員
に
回
答
い
た
だ
く
ス
タ
イ
ル
を
と
っ

た
。
尚
、
今
回
も
出
席
者
の
顔
の
見
え

る
会
と
す
べ
く
、
税
理
士
十
三
名
、
議

員
関
係
三
名
、
事
務
局
一
名
の
小
所
帯

と
な
っ
た
。

　
事
前
に
提
出
さ
れ
た
質
問
や
意
見
に

山
下
議
員
が
回
答
す
る
際
に
資
料
と

な
っ
た
の
が
、
経
済
産
業
省H

P

に
掲

載
の
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の
皆
様
へ

（
令
和
二
年
七
月
七
日
十
八
時
点
版
）』

で
、
八
〇
ペ
ー
ジ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
あ

る
。
持
続
化
給
付
金
申
請
の
要
件
や
給

付
対
象
者
の
是
非
、
雇
用
調
整
助
成
金

の
補
助
上
限
の
あ
や
ふ
や
さ
、
家
賃
支

援
給
付
金
の
限
界
、
制
度
融
資
よ
り
助

成
金
の
重
要
性
、
今
後
の
増
税
の
見
通

し
、
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問
・
意
見

に
丁
寧
に
回
答
す
る
議
員
か
ら
の
説
明

が
、
諸
施
策
に
つ
い
て
肯
定
的
な
も
の

と
な
っ
た
の
は
、
与
党
に
所
属
す
る
政

治
家
と
し
て
仕
方
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ

事
態
に
対
し
て
の
早
急
な
手
当
て
の
必

要
性
は
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
意
見
交
換
会
の
当
日
は
、
日
税
連
・

日
税
政
の
『
令
和
三
年
度
税
制
改
正
に

関
す
る
要
望
』
が
ま
だ
製
本
さ
れ
て
い
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税理士による後援会だより

寺
田
　
稔
後
援
会

　
税
理
士
に
よ
る
寺
田
稔
後
援
会
は
，

去
る
令
和
二
年
九
月
十
一
日
（
金
）、

呉
森
沢
ホ
テ
ル
に
於
い
て
総
会
を
開
催

し
た
。

　
定
期
総
会
で
は
、
井
上
博
夫
中
税
政

幹
事
長
・
伊
藤
博
文
県
税
政
会
長
を
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
活
動
経
過
報
告

書
、
収
支
決
算
報
告
書
、
運
動
方
針
案

の
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寺
田
稔
代
議
士
は
、
突
然
の
自
民
党

総
裁
選
挙
の
最
中
と
い
う
こ
と
で
や
む

な
く
欠
席
と
な
り
、
石
澤
秘
書
に
よ

り
、
寺
田
稔
代
議
士
の
挨
拶
を
代
読
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
令
和
三
年
度
税
制
改
正

要
望
」
を
山
田
毅
美
会
長
が
建
議
書
概

要
を
説
明
し
、
井
上
中
税
政
幹
事
長
・

伊
藤
県
税
政
会
長
・
山
田
会
長
の
三
名

を
代
表
し
、
伊
藤
県
税
政
会
長
が
要
望

書
を
手
渡
し
た
。

　
そ
の
後
、
井
上
中
税
政
幹
事
長
に
よ

な
か
っ
た
た
め
、
ゲ
ラ
段
階
の
コ
ピ
ー

を
渡
す
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
回
送

ら
れ
た
書
類
を
山
下
議
員
と
接
触
し
た

上
で
渡
す
機
会
は
九
月
半
ば
ま
で
に
は

あ
り
そ
う
も
な
い
。
た
だ
、
今
回
の
税

制
改
正
の
内
容
に
つ
い
て
ご
存
知
で

あ
っ
た
田
中
副
会
長
が
コ
ロ
ナ
施
策
と

し
て
繰
越
欠
損
期
間
や
繰
戻
し
還
付
に

つ
い
て
口
頭
で
説
明
さ
れ
る
場
面
は
あ

り
、
山
下
議
員
も
そ
の
必
要
性
は
感
じ

て
お
ら
れ
た
様
子
だ 

っ
た
。

　
一
時
間
ほ
ど
の
意
見
交
換
会
で
は

あ
っ
た
が
、
テ
ー
マ
が
絞
ら
れ
て
い
た

分
、
焦
点
の
定
ま
っ
た
内
容
と
な
っ
た

気
が
す
る
。
こ
う
し
た
会
も
も
ち
ろ
ん

有
意
義
だ
が
、
議
員
後
援
会
と
し
て
総

あ
い
さ
わ
一
郎
後
援
会

林
　
芳
正
後
援
会

会
に
も
必
ず
出
席
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

幹
事
長
　
中
川
　
健
一

る
中
税
政
活
動
の
状
況
、
会
員
増
強
他

に
つ
い
て
報
告
を
い
た
だ
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
新
規
登
録
会
員
の

加
入
勧
奨
が
困
難
で
あ
り
、
各
後
援
会

が
新
規
会
員
勧
奨
す
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　
最
後
に
全
員
で
記
念
撮
影
を
行
い
、

閉
会
し
ま
し
た
。

　
近
く
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
、
当
後
援
会
は
寺
田
稔
代
議
士
の

六
回
目
の
高
位
得
票
当
選
に
向
け
、
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

後
援
会
長
　
山
田
　
毅
美

（8/30）（8/23）



9 2020.11  No.61

税理士による後援会だより

宮
沢
洋
一
後
援
会

佐
藤
公
治
後
援
会

ま
い
た
ち
昇
治
後
援
会

（8/8）（8/20）

（8/29）

　
令
和
二
年
九
月
二
十
四
日
（
木
）
日

本
税
理
士
政
治
連
盟
の
第
五
十
四
回
定

期
大
会
が
、
東
京
都
品
川
区
・
日
本
税

理
士
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
規
模
を

縮
小
し
、
代
議
員
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
出

席
や
委
任
状
に
よ
る
意
思
表
示
を
求

め
、
太
田
会
長
ほ
か
関
係
役
員
に
よ
り

大
会
運
営
が
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
、

第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
運
動
経
過

並
び
に
組
織
活
動
報
告
承
認
の
件

第
二
号
議
案
　
令
和
元
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

第
三
号
議
案
　
日
本
税
理
士
政
治
連
盟

規
約
一
部
変
更
の
件

第
四
号
議
案
　
令
和
二
年
度
運
動
方
針

決
定
の
件

第
五
号
議
案
　
令
和
二
年
度
組
織
活
動

方
針
決
定
の
件

第
六
号
議
案
　
令
和
二
年
度
収
支
予
算

決
定
の
件

第
七
号
議
案
　
大
会
決
議
決
定
の
件

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

日
本
税
理
士
政
治
連
盟

第
五
十
四
回
定
期
大
会
開
催

　
以
上
七
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
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一　運動方針
　　2019年12月、中国武漢において発生した新型コロナウイルス感染症は今年に入り全世界に猛
威をふるい、数多くの国々の政治と経済そして国民生活に大きな打撃を与えた。わが国におい
ても過去に例を見ない経済政策が幾重に実施されるとともに税務執行上の措置も講じられた。
このような状況の中、経済復興と国民の生活を守るという命題を課せられた税制は国政の最重
要案件の一つであり、税政連の活動の真価が問われる年となる。また、令和 3年10月21日が任
期満了となる衆議院議員の総選挙に対しても早期に準備しておく必要がある。
　　本連盟は中国会の基本方針に添い、会員だけでなく納税者からも理解され得る、より一層透
明・公正な組織を構築し、後援会活動を支援して地域に密着した政治活動を推進すべく、次の
具体的課題に積極的に対応する。

・本年度に施行される各選挙への対策については、地区税政連及び後援会と連携して強力な運
動を行う。
・税制改正への対応については、日税連・日税政の要望実現に向け情報収集の更なる強化に努
め、納税者の立場からの幅広い議論がより一層推進されるよう、また、中小企業に過重な負
担をもたらす改正が行われることのないよう、日税政、中国会、地区税政連及び後援会と連
携して各党の関係議員にはたらきかけるなど、検討と対策を積極的に推進する。
・税理士法改正については、日税連の方針のもと検討している中国会と連携して制度発展に向
けた強力な運動を行う。
・税務行政改善への対応については、納税環境整備に係る議論に対応し、国民の権利利益の救
済ないし保護に資するよう検討と対策を積極的に推進する。
・中小企業対策については、日本経済を支える中小企業の活性化に資する政策が実現するよう
中国会と連携し、その方針に基づき各党の関係議員、関係機関にはたらきかけるとともに情
報の収集に努め、その動向に迅速的確に対応する。
・租税教育、地方公共団体における包括外部監査人・監査委員及び不服申立機関（第三者機関）
の委員・審理員、登録政治資金監査人制度等、税理士の公益的業務への活用推進については、
中国会及び地区税政連と連携し積極的に対応する。
・税理士制度に大きな影響を与える制度改革や他士業資格制度の見直し等の動向について、情
報の収集に努め、迅速的確に対応する。
・政府の震災関連税制等に対して税理士の職能を活かした実務に即した提言を行い、速やかな
震災からの復旧・復興に貢献するため中国会と連携して積極的に対応する。

　　このほか、税理士の社会的地位の向上を目指し、日税政、中国会及び地区税政連と連携、団
結して、国会議員等の後援活動を推進するとともに、政治力と挙会体制を一層強化し、国民の
理解を得ながら、本連盟規約第 4条に掲げる目的達成のため、次の重点運動を強力に展開する。

二　重点運動
1 　本年度に施行される各選挙に際し、税理士制度の発展と納税者のための真の代表を国会に
送るため、地区税政連及び後援会と連携して強力な運動を行う。
2　令和 3年度税制改正に対し、納税者の立場からの幅広い議論が行われるよう、また、中小
企業に過重な負担をもたらす改正が行われることのないよう、強力な運動を行う。
3　税理士法改正に向けて、強力な運動を行う。
4　納税環境整備に係る議論に対応し、公正な税制の確立及び税務行政改善のための強力な運
動を行う。
5　中小企業の活性化に資する政策が実現するための強力な運動を行う。
6　租税教育、地方公共団体における包括外部監査人・監査委員及び不服申立機関（第三者機
関）の委員・審理員、登録政治資金監査人制度等、税理士の公益的業務への活用推進にかか
る強力な運動を行う。
7　資格制度に係る改革の動向を注視し、税理士業務の無償独占及び税理士会への強制入会制
の堅持のための強力な運動を行う。
8　政府の災害関連税制等に対して税理士の職能を活かした実務に即した提言を行う等、強力
な運動を行う。
9　税政連活動により享受される法制度と税理士業務の改善を会員に一層周知するとともに、
組織率（加入率）向上につなげるための具体的な施策に取り組む。

令和 2 年度運動方針
自　令和 2年 7月 1日
至　令和 3年 6月30日
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令和 2年度運動方針に基づき、目標達成のための次の活動を強力に展開する。

一　政策委員会
1 　本年度運動方針に基づき、本連盟の具体的政策を策定する。
2　本連盟の長期的政策を検討する。
3　中国会との連絡調整を図る。
4　地元選出国会議員等及び各党県連との懇談を通じて、税理士制度への理解を深め、
社会の要請に応じ得る税理士制度の確立を目指す。
5　日税政及び地区税政連と連携し、陳情等の具体的な運動を実施する。
6　税理士の業務及び職域に係る情報の収集に努め、各種の業務侵害行為を防止する
ための諸施策を進める。
7　税理士の社会的活用策、税理士の業務を確保・拡充するための諸施策を進める。
8　税理士が、地方公共団体の外部監査人・監査委員及び不服申立機関（第三者機関）
の委員・審理員並びに登録政治資金監査人等の公益的業務に選任されるよう諸施策
を進める。

二　財務委員会
　本連盟財政の充実強化を図る。

三　組織委員会
1 　本連盟の組織活動の統一強化を図る。
2　本連盟組織の改革に向けての諸施策を検討する。

四　広報委員会
1 　税政連活動を広く内外へ周知するため、機関誌「中国税政連」を発行し、情報の
提供を行う。
2　税理士業界を取り巻く各種情報の収集に努め、活用を図る。
3　広報活動の充実を図るため、地域報道機関との連携を深める。

五　後援会対策委員会
1 　後援会活動の活性化を図るための諸施策を進め、後援会連絡会議を開催する。
2　国会議員等の後援会づくりを促進するとともに、後援会の育成を行い、その拡充
強化を図る。
3　税理士の公益的業務参入のため、地区税政連と連携して、県知事、政令指定都市
及び中核市の市長の後援会設立を積極的に推進する。
4　後援会活動を通じて、公職選挙法及び政治資金規正法の理解と、選挙に対する正
しい認識の研修と普及に努める。

令和 2年度組織活動方針
自　令和 2年 7月 1日
至　令和 3年 6月30日
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一
．
は
じ
め
に

　

近
年
、
税
理
士
政
治
連
盟
の
組
織
率

が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
点
は
中
国

税
理
士
政
治
連
盟
（
以
下
「
中
税
政
」

と
い
う
）
で
も
同
様
で
あ
る
。
中
税
政

は
会
員
の
加
入
率
が
全
国
で
も
高
い
が
、

近
年
の
状
況
を
み
る
と
決
し
て
安
閑 

と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
広
報
委
員
会
で
は
こ
の

十
三
年
間
の
加
入
者
数
・
非
加
入
者
数

の
推
移
を
み
な
が
ら
そ
の
傾
向
等
に
つ

い
て
分
析
し
て
み
た
。

　

特
に
、
平
成
二
十
六
年
三
月
を
も
っ

て
、
各
支
部
で
支
部
長
に
よ
る
証
票
交

付
が
実
施
さ
れ
な
く
な
り
、
こ
の
点
の

影
響
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
会
費
の
未
納
率
や
税
理

士
法
人
・
所
属
税
理
士
の
推
移
に
つ
い

て
も
確
認
し
た
。

広報委員会

特
別
企
画

二
．
非
加
入
者
数
の
県
別
推
移

　

平
成
二
十
年
以
降
、
一
定
し
て
非
加

入
者
数
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い

る
。

　

広
島
県
、
山
口
県
、
鳥
取
県
は
、
こ

の
十
三
年
間
で
三
倍
近
く
に
な
っ
て
い

る
。
岡
山
県
は
十
七
名
か
ら
九
十
五
名

と
な
っ
て
お
り
、
五
・
六
倍
と
最
も
増

加
率
が
高
い
。
一
方
で
、
島
根
県
は
十

名
か
ら
十
三
名
と
増
加
は
少
な
い
。

　

五
県
の
中
で
広
島
県
が
半
数
近
く
を

占
め
て
お
り
、
岡
山
県
、
山
口
県
と
続

く
。

　

特
に
平
成
二
十
六
年
あ
た
り
か
ら
非

加
入
者
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ
て
お

り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
よ
り
各
支
部

で
支
部
長
に
よ
る
証
票
交
付
が
実
施
さ

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
関
連
性
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

非
加
入
者
の
率
を
み
て
い
る
と
、
当

初
は
鳥
取
県
が
一
番
高
く
、
こ
れ
に
広

近
年
の
加
入
率
の

傾
向
と
対
策
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100
120
140
160
180
200

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

非加入者の県別推移（人）

広島県 山口県 岡山県 鳥取県 島根県

 

H20年 　 H21年  H22年 　 H23年 　 H24年 　 H25年 　 H26年 　 H27年 　 H28年 　 H29年 　 H30年 　 R元年 　 R2年

広島県 63 68 72 74 76 79 88 101 112 127 141 147 181

山口県 13 15 15 19 19 16 16 20 24 29 35 38 42

岡山県 17 23 22 29 31 33 36 49 59 73 75 84 95

鳥取県 10 8 7 7 7 6 7 7 7 9 8 13 13

島根県 4 4 4 4 5 6 7 8 7 9 10 9 12

合計 107 118 120 133 138 140 154 185 209 247 269 291 343
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島
県
・
山
口
県
と
続
い
て
い
た
が
、
平

成
二
十
二
年
か
ら
広
島
県
が
一
番
高
く

な
り
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
は
岡
山
県

が
も
っ
と
も
高
く
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
令
和
二
年
七
月
現
在
で
岡
山

県
の
非
加
入
率
は
一
二
・
六
％
で
あ
る
。

①　

広
島
県
の
支
部
別
非
加
入
者
数

　

広
島
県
で
は
、
会
員
数
が
多
い
広
島

東
支
部
と
広
島
西
支
部
の
非
加
入
者
が

多
い
。
特
に
広
島
東
支
部
に
つ
い
て

は
、
県
全
体
の
三
〇
％
を
占
め
、
平
成

二
十
五
年
ご
ろ
か
ら
急
激
に
増
加
し
て

い
る
。
広
島
西
支
部
の
会
員
数
の
差
か

ら
し
て
も
増
加
が
顕
著
で
あ
る
。
税
理

士
法
人
の
増
加
、
所
属
税
理
士
の
増
加

と
も
関
連
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
伸
び
率
が
高
い
の
は
福

山
支
部
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
の
四
名

か
ら
令
和
二
年
の
二
十
二
人
と
五
倍
以

上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

②　

山
口
県
の
支
部
別
非
加
入
者
数

　

山
口
県
の
場
合
は
、
広
島
県
の
よ
う

な
非
加
入
者
の
多
い
支
部
は
存
せ
ず
、

一
桁
台
の
人
数
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
趨
勢
で
い
く
と
二
桁
台
の
支 

部
が
発
生
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ 

れ
る
。（
萩
支
部
は
非
加
入
者
な
し
）

③　

岡
山
県
の
支
部
別
非
加
入
者
数

　

岡
山
県
で
は
、
岡
山
東
支
部
、
岡
山

西
支
部
、
倉
敷
支
部
の
増
加
が
多
い
。

岡
山
東
支
部
と
岡
山
西
支
部
は
こ
の
十

年
間
で
一
〇
倍
近
く
非
加
入
者
が
増
加

し
た
。（
玉
野
・
高
梁
・
新
見
支
部
は

非
加
入
者
な
し
）

　

こ
ち
ら
も
広
島
県
と
同
様
に
平
成

二
十
六
年
あ
た
り
か
ら
の
増
加
が
顕
著

で
あ
る
。

④　

鳥
取
県
の
支
部
別
非
加
入
者
数

　

鳥
取
県
で
は
、
平
成
二
十
年
の
十
名

か
ら
令
和
二
年
の
十
三
名
と
ほ
と
ん
ど

増
加
が
み
ら
れ
な
い
。
鳥
取
支
部
が
平

成
三
十
年
ま
で
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
令

和
元
年
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

⑤　

島
根
県
の
支
部
別
非
加
入
者
数

　

島
根
県
は
、
平
成
二
十
年
の
四
名
か

ら
令
和
二
年
の
十
二
名
と
増
加
し
て
い

る
が
、
会
員
数
に
占
め
る
割
合
は
少
な

い
。
出
雲
支
部
が
令
和
元
年
ま
で
ゼ
ロ

で
あ
っ
た
が
、
令
和
二
年
か
ら
増
加
し

て
い
る
。
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12.0%

14.0%

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

非加入者率の県別推移（率）

広島県 山口県 岡山県 鳥取県 島根県

広島県

岡山県

山口県

鳥取県

島根県

 

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島県 4.3% 4.7% 5.0% 5.2% 5.3% 5.4% 5.9% 6.7% 7.4% 8.4% 9.2% 9.5% 11.6%

山口県 3.0% 3.4% 3.4% 4.3% 4.3% 3.6% 3.6% 4.5% 5.3% 6.4% 7.7% 8.3% 9.2%

岡山県 2.4% 3.3% 3.2% 4.1% 4.4% 4.7% 5.0% 6.8% 8.2% 9.9% 10.1% 11.2% 12.6%

鳥取県 6.2% 5.1% 4.5% 4.4% 4.3% 3.6% 4.3% 4.3% 4.3% 5.6% 5.1% 7.9% 7.7%

島根県 2.1% 2.1% 2.1% 2.1% 2.7% 3.3% 3.7% 4.2% 3.8% 4.8% 5.1% 4.7% 6.3%

合計 3.6% 4.0% 4.1% 4.6% 4.7% 4.8% 5.1% 6.1% 6.9% 8.1% 8.7% 9.4% 10.9%
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0
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40

50

60

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島県 支部別「非加入者」数の推移（人）

広島東 広島西 広島南 広島北 海田 西条 廿日市

広島県

北 部

呉 竹原 尾道 三原 福山 府中

広島東

広島西

広島南

広島北

西条

廿日市

呉

竹原

海田／三原

福山

府中

尾道広島県北部／

 

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島東 9 9 12 13 15 16 22 27 31 32 43 46 55

広島西 14 13 13 18 18 15 17 22 20 22 21 24 27

広島南 9 10 10 8 8 8 7 7 11 11 11 10 12

広島北 5 5 6 4 4 5 5 6 7 8 11 10 12

海田 4 4 3 5 4 5 5 5 4 5 4 4 5

西条 1 1 1 2 2 2 20 0 0 0 0

0 0 0 0

7

廿日市 3 3 3 3 3 4 4 4 6 9 12 13 18
広島県
北 部

2 2 2 2 2 2 2 2 1 2 2 3 3

呉 4 4 4 3 3 3 6 6 7 7 8 9 10

竹原 1 1 0 0 0 0 0 0 0

尾道 2 2 2 2 1 1 1 2 1 1 1 1 3

三原 3 3 3 3 3 3 3 3 5 5 5 5 5

福山 4 9 10 9 10 11 11 10 14 20 19 18 22

府中 4 4 4 4 4 4 4 6 3 3 2 2 2

計 63 68 72 74 76 79 88 101 112 127 141 147 181

0

2

4

6

8

10

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

山口県 支部別「非加入者」数の推移（人）

岩国

岩国

柳井 徳山 光 山口

防府

防府

長門

柳井
光
長門

厚狭

徳山
厚狭

宇部

山口
宇部

下関

下関
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H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

岩国 1 2 2 3 3 3 2 2 2 3 3 4 6

柳井 2 2 2 2 2 2 2 2 3 3 4 4 2

徳山 3 3 3 3 3 2 3 4 3 4 4 5

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0

5

光 1 2 2 2

山口 3 3 3 4 4 2 2 2 4 5 4 3 4

防府 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 2 3

長門 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

厚狭 1 1 1 1 1 1 1 2 2 2 3 4 5

宇部 2 3 2 3 4 4

下関 1 1 1 3 3 3 3 3 5 7 9 9 9

計 13 15 15 19 19 16 16 20 24 29 35 38 42

0
5

10
15
20
25
30
35
40

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

岡山県 支部別「非加入者」数の推移（人）

岡山東

岡山東

岡山西

岡山西

西大寺 瀬戸

瀬戸

児島

児島

倉敷

倉敷

玉島 笠岡 久世

西大寺玉島／

笠岡久世／

津山

津山

 

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

岡山東 4 8 7 6 8 10 12 16 20 25 26 31 37

岡山西 2 6 6 7 7 7 9 14 17 18 17 18 20

西大寺 1 1 1 2 2 2 2 3 2 2 2 2 4

瀬戸 2 1 1 3 2 2 3 3 3 3 6 6

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

7

児島 1 3 2 2 2

倉敷 5 4 5 6 6 6 4 7 9 13 14 14 14

玉島 2 3 3 3 3 3 3 2 4 4

笠岡 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

久世 1 1 1 1 1

津山 1 1 1 2 2 2 2 2 2 4 4 5 5

計 17 23 22 29 31 33 36 49 59 73 75 84 95
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H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

鳥取県 支部別「非加入者」数の推移（人）

鳥取 倉吉 米子

鳥取、倉吉

米子

 

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

鳥取 2 2

倉吉 222211

米子 9 8 7 7 7 6 6 7 7 7 6 9 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 　 0 0

計 10 8 7 7 7 6 7 7 7 9 8 13 13
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4

6

8

10

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

島根県 支部別「非加入者」数の推移（人）

松江

松江

出雲 浜田 益田

出雲／浜田／益田

 

H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

松江 4 4 4 4 4 4 5 6 5 7 8 7 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0

出雲 1

浜田 1 1 1 1 1 1 1 1 1

益田 1 1 1 1 1 1 1 1

計 4 4 4 4 5 6 7 8 7 9 10 9 12
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未納者の県別推移（人）

広島県 山口県 岡山県 鳥取県 島根県
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H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

未納者率の県別推移（率）

広島県

広島県

山口県

山口県

岡山県

岡山県

鳥取県

鳥取県

島根県

島根県

三
．
会
費
の
未
納
者
の
件
別

推
移

　

次
に
会
費
の
未
納
者
に
関

す
る
推
移
を
み
て
い
く
。

　

平
成
二
十
年
は
五
県
で

七
十
二
人
で
あ
っ
た
。
こ
ち

ら
が
少
し
ず
つ
減
少
し
な
が

ら
近
年
少
し
ず
つ
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　

一
方
で
未
納
率
を
み
る
と

以
下
の
と
お
り
。

　

経
年
デ
ー
タ
で
み
る
と
、

平
成
二
十
年
当
時
五
県
で

二
・
四
％
で
あ
っ
た
も
の

が
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
減

少
し
て
い
た
が
、
令
和
二
年

で
平
成
二
十
年
当
時
と
同
じ

水
準
と
な
っ
て
い
る
。
未
納

率
も
増
加
し
な
い
よ
う
に
期

待
し
た
い
。
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H20年 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島県 2.8% 2.8% 2.7% 2.5% 2.5% 2.3% 2.2% 2.5% 2.2% 2.5% 2.4% 2.1% 2.7%

山口県 1.4% 0.7% 0.7% 0.5% 0.5% 0.7% 0.9% 0.7% 0.7% 0.9% 1.3% 1.3% 1.5%

岡山県 2.9% 2.7% 2.6% 2.7% 2.6% 3.1% 2.8% 2.5% 3.2% 2.6% 3.1% 2.8% 2.9%

鳥取県 1.9% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 1.2% 0.6% 0.6% 0.6% 1.3% 0.6% 1.2%

島根県 1.0% 1.1% 1.1% 1.1% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5% 1.1% 0.5% 0.5% 0.5% 0.5%

合計 2.4% 2.3% 2.1% 2.0% 1.9% 2.1% 2.0% 2.0% 2.1% 2.1% 2.2% 2.0% 2.4%

四
．
税
理
士
法
人
の
数
と
所
属
税
理
士
の
数
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H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

税理士法人数の県別推移（件）

広島県 山口県 岡山県 鳥取県 島根県

 

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島県 55 60 64 69 80 87 98 112 124

山口県 14 15 20 21 19 23 26 31 31

岡山県 31 34 40 46 50 56 60 66 73

鳥取県 4 7 8 11 12 12 15 19 20

島根県 4 4 5 5 5 6 7 7 7

合計 108 120 137 152 166 184 206 235 255

　

平
成
二
十
四
年
以
降
の
税
理
士
法

人
の
県
別
数
と
所
属
税
理
士
に
つ
い

て
は
、
図
表
の
と
お
り
。

　

平
成
二
十
四
年
と
比
較
し
て
、
五

県
で
二
・
五
倍
近
く
税
理
士
法
人
が

増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
伴
い
所
属
税
理
士
数
も

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
一
・
七
八
倍

と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
広
島
県
の
増
加
が
多
く
、

平
成
二
十
四
年
時
に
比
べ
て
百
人
近

い
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
当
面
こ

の
増
加
傾
向
は
続
く
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
う
ち
所
属
税
理
士
数
が

多
い
四
つ
の
支
部
の
経
年
デ
ー
タ
を

抜
粋
し
た
。
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H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2

所属税理士数の県別推移（人）

年

広島県 山口県 岡山県 鳥取県 島根県

 

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島県 106 116 134 154 163 185 192 197 201

山口県 46 49 50 53 59 60 66 60 60

岡山県 60 72 75 75 88 98 96 100 109

鳥取県 10 12 11 11 12 12 14 18 21

島根県 14 14 17 23 22 23 26 26 31

合計 236 263 287 316 344 378 394 401 422

〈所属税理士数〉 

 

H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 H30年 R元年 R2年

広島東 35 39 42 55 49 54 62 67 70

広島西 21 20 27 29 36 35 34 34 33

 

岡山東 25 24 25 25 34 40 41 42 47

岡山西 19 24 27 26 26 25 29 28 29

五
．
結
果

　

今
回
の
分
析
結
果
で
は
、
や
は

り
平
成
二
十
六
年
三
月
を
も
っ

て
、
各
支
部
で
支
部
長
に
よ
る
証

票
交
付
式
が
実
施
さ
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
、
都
市
部
を
中

心
に
税
理
士
法
人
数
が
増
加
し
て

お
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て
所
属
税
理

士
数
も
増
加
し
て
い
る
と
い
う
実
態

が
加
入
率
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
年
四
月
か
ら
中
国
税
理
士
会
館

で
の
集
合
形
式
に
よ
る
交
付
式
に
模

様
替
え
し
た
が
、
形
は
変
わ
れ
ど
証

票
交
付
式
は
、
専
門
家
と
し
て
の
心

構
え
を
は
じ
め
、
業
界
の
慣
習
及
び

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
へ
の
対
応
、

制
度
維
持
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い

て
、
新
入
会
員
が
こ
れ
か
ら
業
務
を

行
っ
て
い
く
上
で
手
本
と
な
る
役
員

の
ト
ッ
プ
に
教
示
を
受
け
る
最
初
の

機
会
で
あ
る
。
ま
た
と
な
い
こ
の
機

会
に
税
理
士
業
界
に
お
け
る
政
治
連

盟
の
重
要
性
を
よ
く
認
識
い
た
だ

き
、
活
動
へ
の
理
解
と
そ
の
成
果
に

共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
肝
要
と
考

え
る
。
例
え
ば
、
支
部
入
会
手
続
き

等
に
お
い
て
支
部
長
か
ら
税
政
連
へ

の
加
入
を
勧
奨
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
効
果
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
今
後

税
理
士
政
治
連
盟
の
加
入
率
を
促
進

す
る
施
策
が
適
切
に
と
ら
れ
、
税
理

士
業
界
の
一
層
の
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

以
上
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税理士による国会議員等後援会一覧
令和 2年10月 5日現在
（順不同・敬称略）■国会議員（※「選挙区等」は前回選挙における当選選挙区を示す。）

後　援　会　名 所属
政党 選挙区等

事　　　　　　　務　　　　　　　所
後援会長 幹　事　長

〒 住　　　　所 TEL
税理士による
岸田文雄後援会 自民 広島 1区 730-0003 広島市中区白島九軒町 1－14 082-227-3052 山中　伸介 楠部　　誠

税理士による
平口　洋後援会 自民 広島 2区 730-0051 広島市中区大手町 3丁目 3－ 6－202 082-245-1928 原田　啓吾 加賀田佳男

税理士による
寺田　稔後援会 自民 広島 5区 737-0143 呉市広白石 1丁目 1－ 6 0823-74-2177 山田　毅美 福島愼太郎

税理士による
佐藤公治後援会 立憲 広島 6区 722-0014 尾道市新浜 2丁目 2－21 0848-23-3466 岡村三千男 瀨尾　暁史

税理士による
小林史明後援会 自民 広島 7区 726-0013 府中市高木町449－ 4 0847-45-5702 定金　孝幸 占部　圭祐

税理士による
高村正大後援会 自民 山口 1区 745-0807 周南市城ケ丘 ２丁目 １－31 0834-28-3311 松田　　明 合田　賢治

税理士による
岸　信夫後援会 自民 山口 2区 740-0017 岩国市今津町 2丁目14-15 0827-24-4030 北村　和幸 柳井　卓正

税理士による
河村建夫後援会 自民 山口 3区 755-0026 宇部市松山町 2丁目 ７－15 0836-31-7950 原田　鉄也 権藤　和幸

税理士による
安倍晋三後援会 自民 山口 4区 751-0855 下関市稗田西町16－ 1 083-252-1960 石光　孝英 杉本　康平

税理士による
あいさわ一郎後援会 自民 岡山 1区 700-0028 岡山市北区絵図町 3－15 086-252-3961 田中　一宏 岸本　充博

税理士による
山下たかし後援会 自民 岡山 2区 700-0907 岡山市北区下石井 ２丁目 ８－６ 086-222-7830 横山　雅一 中川　健一

税理士による
橋本　岳後援会 自民 岡山 4区 710-0824 倉敷市白楽町249－ 5倉敷商工会館内 086-425-7290 妹尾　盛司 大内　和明

税理士による
加藤勝信後援会 自民 岡山 5区 714-0081 笠岡市笠岡5106 0865-62-2613 江原　和之 岡本　　章

税理士による
石破　茂後援会 自民 鳥取 1区 680-0846 鳥取市扇町54 0857-22-0525 葉狩　弘一 録澤　哲雄

税理士による
赤沢りょうせい後援会 自民 鳥取 2区 683-0052 米子市博労町 4丁目356山本会計ビル3F 0859-32-4795 松本　正福 中村　剛士

税理士による
細田博之後援会 自民 島根 1区 690-0825 松江市学園 2丁目18－27 0852-26-1360 矢尾井敏廣 田中　　真

税理士による
竹下　亘後援会 自民 島根 2区 693-0002 出雲市今市町北本町 5丁目 4－28 0853-21-4030 重本　泰徳 糸賀　　巧

税理士による
斉藤鉄夫後援会 公明 比例区 732-0811 広島市南区段原 2丁目 4－16 082-262-1024 大西　龍夫 西山　健三

税理士による
宮沢洋一後援会 自民 参議院・広島 721-0973 福山市南蔵王町1丁目11－12－101 084-926-0034 齋藤　愼悟 羽原　伸悟

税理士による
林　芳正後援会 自民 参議院・山口 750-0081 下関市彦島角倉町３丁目16－12 083-266-4009 中尾　友昭 藤上　博之

税理士による
江島　潔後援会 自民 参議院・山口 742-0417 岩国市周東町下久原411－ 4 0827-84-3694 藤中　秀幸 坂井　孝義

税理士による
まいたち昇治後援会 自民 参議院・鳥取

　　　　島根 683-0052
米子市博労町 4丁目356

山本会計ビル3F 0859-32-4795 鶴田　和彦 山本　博敏

税理士による
青木一彦後援会 自民 参議院・鳥取

　　　　島根 693-0014 出雲市武志町1017 0853-21-4539 細木　貞彦 安原　　満

税理士による
片山さつき後援会 自民 参議院比例 735-0012 安芸郡府中町八幡1丁目 4－28 082-284-5714 田村　好孝 椎野　年雅

税理士による
片山虎之助後援会 維新 参議院比例 700-0816 岡山市北区富田町1丁目 9－19 086-222-5913 国富　橿雄 姫井　繁彦

■地方公共団体
税理士による
ゆざき英彦後援会 無所属 広島県知事 731-0101 広島市安佐南区八木二丁目12－34� 税理士法人上原会計内 082-873-3731 川本　泰清 上原　博行

税理士による
村岡嗣政後援会 無所属 山口県知事 740-0017 岩国市今津町 2丁目14-15 0827-24-4030 藤中　秀幸 柳井　卓正

税理士による
松井一實後援会 無所属 広島市長 730-0002 広島市中区白島中町 9－13 082-227-8882 杉山　文成 大場　史郎

税理士による
伊木たかし後援会 無所属 米子市長 683-0052 米子市博労町 4丁目356山本会計ビル3F 0859-32-4795 中村　剛士 播間　光広

■非現職（※「選挙区等」は前回選挙における出馬選挙区を示す。）
税理士による
溝手顕正後援会 自民 参議院・広島 730-0052 広島市中区千田町 2丁目 2－11 082-242-0090 中川　郁夫 岡田　英明
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中国税理士政治連盟役員名簿
令和元年９月

役　　職　　名 氏　　　　　　　　　　名

副 　 会 　 長 藤　中　秀　幸
冨　山　敬　介
細　木　貞　彦

伊　藤　博　文
中　尾　修治郎 

総 　 　 　 務 海老澤　孝　公
田　中　一　宏

松　田　　　明

幹 　 　 　 事 髙　橋　　　誠
山　﨑　安　造
荒　神　五　師

中　原　　　教
岡　本　倫　明

会 計 監 事 毛利山　正　行
三　宅　典　夫
川　上　眞　次

星　野　泰　輝
岩　倉　恭　司

顧 　 　 　 問 小早川　隆　幸
国　富　橿　雄
原　田　啓　吾
杉　山　文　成

島　原　順　良
久　保　雅　典
灘　　　博　明

相 　 談 　 役 齋　藤　愼　悟
桑　原　　　一
尾　添　憲　男

石　高　雅　美
松　本　正　福

政 策 委 員 会 委員長　髙　橋　　　誠 副委員長　藤　本　広　司
委　　員　垣　内　康　司
委　　員　中　川　健　一
委　　員　森　脇　俊　樹

財 務 委 員 会 委員長　中　原　　　教 副委員長　山　本　忠　生
委　　員　藤　野　照　子

組 織 委 員 会 委員長　山　﨑　安　造 副委員長　若　松　繁　夫
委　　員　岸　本　充　博

広 報 委 員 会 委員長　岡　本　倫　明 副委員長　國　平　敏　朗
委　　員　杉　本　芳　樹
委　　員　楠　部　　　誠

後援会対策委員会 委員長　荒　神　五　師 副委員長　矢尾井　敏　廣
委　　員　小　泉　尚　志
委　　員　森　末　英　男
委　　員　小　谷　　　昇

副 幹 事 長 篠　原　敦　子
梶　房　健　介
糸　賀　　　巧

柳　井　卓　正
岸　本　信　一

会 　 　 　 長 重　近　　　實

幹  事  長 井　上　博　夫

委員長　藤　中　秀　幸 副委員長　伊　藤　博　文
委　員　冨　山　敬　介
　　　　細　木　貞　彦
　　　　重　近　　　實

中　尾　修治郎
井　上　博　夫

推 薦 審 査 会
会 計 責 任 者 中　原　　　教

委　
　
　
　

員　
　
　
　

会
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中国税理士協同組合NEWS

中国税理士協同組合ホームページ　http://www.chuzeikyo.or.jp/

健康だから仕事ができる
皆様の健康管理のお手伝い
人間ドックを受診された方に
助成金を交付します

健康だから仕事ができる
皆様の健康管理のお手伝い
人間ドックを受診された方に
助成金を交付します
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中国税理士協同組合NEWS

この用紙にご記入の上、FAXしていただくか、またお電話でもご注文いただけます。

組合員名 税 理 士
登録番号

送 付 先
住 　 所

〒　　　　－
支　　部

Ｔ Ｅ Ｌ （ 　 　 　 　 　 ）　 　 　 　  － 支払方法 口座振替　　・　　郵便振込

No.

・DVD のみ （2,500 円 税込）   注文数（　　　　　）
・DVD & テキスト （5,500 円 税込）   注文数（　　　　　）

申　　込　　書

DVD・テキストの発送は11月下旬頃を予定しております。

・DVD のみ （1,600 円 税込）   注文数（　　　　　）
・DVD & テキスト （3,200 円 税込）   注文数（　　　　　）

経理実務
（約３時間）

法 人 税
消 費 税
２ 枚 組

（約３時間×２）

組合員各位 中国税理士協同組合（研修事業部）

第45期税理士事務所

職員セミナー

DVD予約
受付中

中国税理士協同組合 ２F 図書販売コーナー    〒730-0036 広島市中区袋町4-15

ＴＥＬ（082）246-0088　ＦＡＸ（082）245-8377申込先

初級者向け
今期はコロナ禍でセミナーを
開催できませんでした…代わりに！
全編撮り下ろしました！

新テーマ

法人税・消費税２枚組

NEW!

金田 康弘 組合員（下関）テーマ
講 師

使用テキスト

「基礎から実務まで 会計事務所の仕事がわかる本」
（須田邦裕 著、定価 1,980円税込、日本実業出版社）
主な研修項目
●税理士事務所における日常業務の処理　●月間・年間スケジュール
●決算実務　●月次決算書・財務諸表の見方　ほか

使用テキスト

「令和２年版 知っておきたい法人税」
（杉山 泰久 編、定価 1,540円税込、大蔵財務協会）

主な研修項目
●決算と税務調査　●減価償却　●益金の額の計算
●役員給与　●費用及び損失の計上時期　ほか

使用テキスト
「令和２年度版 基礎から身につく消費税」
（和氣 光 著、定価 2,090円税込、大蔵財務協会）
主な研修項目
●消費税のあらまし　●非課税取引と免税取引
●納税義務　●原則課税と簡易課税制度　●軽減税率制度
●申告納付及び届出　ほか

入所間もない職員さんの
スキルアップにぜひ！
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中国税理士協同組合NEWS

中国税理士協同組合ホームページ　http://www.chuzeikyo.or.jp/
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中国税理士協同組合NEWS

※詳しくは、日税サービス中国に
　ご連絡ください。

税理士名 税理士番号
No.

送付先 事務所　　・　　自　宅

新規   契約申込書一式（　　　　　）部 

FAX用資料請求用紙

小規模企業共済「加入促進キャンペーン」実施中！ 

㈱日税サービス中国（中国税理士会館2Ｆ）まで郵送または直接お持ちください。
　TEL　082‐246-0088　　FAX　082-246-0308

資料請求・
お申込みは
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中国税理士協同組合NEWS

中国税理士協同組合ホームページ　http://www.chuzeikyo.or.jp/

企業年金基金の加入検討事業所をご紹介ください

～ 紹介制度のご案内 ～

厚生年金保険の適用事業所であれば、
７０歳までの被保険者が加入可能となります！！

（事業所単位での加入が必要）

…etc
●税理士の関連法人または団体の事業所等もご加入が可能です。

制度説明や加入勧奨・事務手続は、
日本税理士企業年金基金が行います。

●７０歳（７０歳未満の厚生年金保険被保険者）

●基金との併用が可能（月額12,000円以内）

●事業所をご紹介いただく際、必ず「紹介票」を
中国税理士協同組合へご提出ください。

※※基金へ直接加入されますと紹介手数料のお支払いがございません。

紹介いただいた事業所が加入申し出をされた場合、中国税理士協同
組合より紹介者に「 」を贈呈します。

厚生年金保険の適用事業所

※※ご加入は事業所一括（厚生年金の被保険者全員）となります。

加入上限年齢

ＩＤｅＣｏ（個人型確定拠出年金）

「紹介票」をご利用ください

日本税理士企業年金基金 ℡03-5740-0851
※お問い合わせの際は組合員である旨をお伝え下さい。

中国税理士協同組合では企業年金基金の加入紹介を行っています

資料請求・ご相談は

15,000円のギフトカード

●関与先は対象外となります。
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2020年11月10日
レタープレス㈱

に
栗
が
実
り
、
青
空
に
ト
ン
ボ
が
飛

び
交
い
、
そ
の
景
色
の
中
で
、
大
き

く
息
を
吸
う
（
マ
ス
ク
生
活
で
大
き

な
息
を
吸
う
の
も
忘
れ
て
い
た
）
何

か
体
の
隅
々
ま
で
酸
素
が
い
き
わ
た

り
生
き
返
っ
た
気
が
し
た
。

　

今
、
倒
産
件
数
の
増
加
、
雇
い
止

め
、
ボ
ー
ナ
ス
の
減
額
な
ど
が
報
道

さ
れ
て
い
る
が
、Go T

o

ト
ラ
ベ
ル

を
は
じ
め
、Go T

o

イ
ー
ト
、
入
場

制
限
の
緩
和
、
支
援
補
助
金
な
ど
の

経
済
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
い
な
が

ら
、
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

来
年
の
今
頃
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
で

き
「
先
生
コ
ロ
ナ
に
な
っ
た
の
で
一

週
間
休
み
ま
す
」
こ
ん
な
日
常
が
来

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
顧
問
先
と
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

國
平　

敏
朗

　

最
近
、
プ
ロ
野
球
観
戦
（
七
月
十

八
日
：
ヤ
ク
ル
ト
戦
）
に
行
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
対
策
に
よ
っ
て
、
一
般

席
は
、
こ
と
ご
と
く
払
い
戻
し
に
な

り
、
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
が
、
年

間
指
定
席
を
持
っ
て
い
る
方
か
ら
招

待
さ
れ
た
の
で
、
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
五
千
人
ほ
ど
し
か
入
場
で

き
な
い
た
め
、
入
場
時
に
は
、
密
に

な
る
こ
と
は
、あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

球
場
に
入
る
と
、
す
べ
て
の
お
店
が

営
業
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
並

ん
で
い
る
客
も
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ビ
ー
ル
や
、
う
ど
ん
は
、

フ
タ
で
締
め
切
っ
た
状
態
で
、
渡
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、売
り
子
さ
ん
も
、

二
人
一
組
で
、
一
人
は
、
お
金
の
受

性
所
得
に
対
す
る
課
税
の
あ
り
方
等

に
も
配
慮
し
つ
つ
、
個
人
と
法
人
成

り
企
業
に
対
す
る
課
税
の
バ
ラ
ン
ス

を
図
る
た
め
…
」
と
あ
る
。
か
つ
て

の
「
特
殊
支
配
同
族
会
社
の
役
員
給

与
損
金
不
算
入
制
度
」
の
復
活
の
兆

し
が
あ
る
。
財
務
官
僚
は
な
か
な
か

し
ぶ
と
い
と
感
じ
る
こ
の
ご
ろ
で

あ
る
。

岡
本　

倫
明

　

夜
空
澄
み
わ
た
り
、
月
の
美
し
い

晩
が
続
い
て
お
り
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
九
月

二
十
二
日
現
在
、
世
界
で
三
千
百

万
人
が
感
染
し
九
十
六
万
人
が
死

亡
し
て
い
る
。

　

日
本
も
七
万
九
千
人
が
感
染
し
千

五
百
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
四
月
七

日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
五
月

二
十
五
日
に
全
面
解
除
と
な
っ
た
。

あ
れ
か
ら
四
か
月
に
な
る
が
、
な
か

な
か
コ
ロ
ナ
は
終
息
し
な
い
。

　

当
事
務
所
も
、
資
格
税
理
士
は
私

の
み
、
私
が
感
染
す
る
と
経
営
に
大

き
な
支
障
を
き
た
す
。

　

ひ
た
す
ら
接
触
を
避
け
、
出
張
時

は
マ
ス
ク
、
消
毒
液
持
参
、
帰
る
と

う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行
、
家
に
帰

る
と
外
出
し
な
い
。
こ
の
生
活
が
何

か
月
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
、
あ
る
人
か
ら
葉
書
を

い
た
だ
き
、
そ
の
中
に
「
夜
空
澄
み

わ
た
り
、
月
の
美
し
い
晩
が
続
い

て
お
り
ま
す
」
長
い
こ
と
「
夜
空
」

「
月
」
を
見
て
い
な
い
こ
と
に
気
が

付
い
た
。

　

早
速
翌
日
、
公
園
に
散
歩
に
出
か

け
た
。
公
園
に
は
秋
桜
、
鶏
頭
な
ど

が
咲
き
誇
り
、
栗
の
木
に
、
た
わ
わ

け
渡
し
、
も
う
一
人
は
、
ビ
ー
ル
を

つ
ぐ
と
い
っ
た
よ
う
で
、
今
ま
で
の

営
業
ス
タ
イ
ル
と
は
、
か
な
り
違
っ

た
よ
う
で
し
た
。
職
業
柄
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
が
と
て
も
目
に
つ
き
ま

し
た
。
試
合
の
ほ
う
は
、
負
け
ま
し

た
が
、
ケ
ム
ナ
・
島
内
の
好
投
、
堂

林
の
ヒ
ッ
ト
が
見
え
た
の
で
、
と
て

も
よ
か
っ
た
で
す
！！

杉
本　

芳
樹

　

前
号
の
編
集
後
記
に
て
株
価
に
つ

い
て
触
れ
た
が
、
値
動
き
の
激
し
さ

が
収
ま
り
そ
う
も
な
い
。
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
で
二
〇
二
〇
年
三
月
に
底

ま
で
落
ち
た
が
、
そ
こ
か
ら
盛
り
返

し
、
六
月
の
時
点
の
日
経
平
均
で
コ

ロ
ナ
前
の
水
準
ま
で
戻
し
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
反
発
具
合
は
、
実
態
経

済
と
株
価
の
乖
離
が
激
し
い
の
で
は

な
い
か
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
再
燃
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止
へ
の
不
安
、
安
倍

総
理
辞
任
な
ど
不
安
定
な
状
況
に
反

落
を
み
せ
な
が
ら
も
上
下
動
を
繰
り

返
し
て
い
る
。

　

昨
年
の
今
頃
は
想
像
す
ら
し
な

か
っ
た
世
の
中
の
状
況
で
あ
り
、

様
々
な
面
で
生
活
様
式
が
一
変
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
株
価
が
上
が
る

会
社
、
下
落
が
止
ま
ら
な
い
会
社
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
や

商
品
、
景
気
の
い
い
業
界
、
そ
う
で

な
い
業
界
、
様
々
な
事
を
株
価
が
反

映
し
て
い
て
大
変
興
味
深
い
。
二
〇

二
一
年
は
、
ど
ん
な
状
況
に
な
る
の

で
あ
ろ
う
、
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
株

価
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
る
。

楠
部　

誠

　

菅
総
理
誕
生
か
ら
二
か
月
で
あ

る
。

　

な
ぜ
か
菅
（
カ
ン
）
と
読
ん
で

し
ま
う
の
は
自
分
だ
け
な
の
だ
ろ

う
か
。

　

ま
だ
、
菅
（
す
が
）
と
読
む
と
、

官
房
長
官
と
言
っ
て
し
ま
う
。

　

政
権
の
政
策
を
み
る
と
、
銀
行
の

再
編
、
携
帯
料
金
の
値
下
げ
な
ど
の

大
幅
な
規
制
の
緩
和
、
デ
ジ
タ
ル
庁

の
設
置
、
地
方
の
再
生
な
ど
、
内
政

に
重
点
を
お
い
た
政
策
と
な
っ
て
い

る
。
税
理
士
感
覚
で
い
う
と
、
銀
行

の
数
が
多
す
ぎ
る
の
は
同
調
で
き

る
。
携
帯
電
話
の
料
金
の
高
さ
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

過
去
に
も
官
房
長
官
か
ら
首
相
に

な
っ
た
小
渕
首
相
は
、
当
初
あ
ま
り

期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
徐
々

に
評
価
が
高
ま
っ
た
。
今
後
の
菅
政

権
に
期
待
す
る
。（
カ
ン
で
は
な
い
）

　

一
転
し
て
、
二
〇
二
〇
年
の
税
制

改
正
の
大
綱
の
な
か
で
気
に
な
っ
た

点
に
つ
い
て
二
点
。

　

一
点
目
は
、
印
紙
税
の
あ
り
か
た

に
つ
い
て
。「
近
年
の
電
子
取
引
の

増
大
等
を
踏
ま
え
、
印
紙
税
の
現
代

的
意
義
を
含
め
、
そ
の
あ
り
方
を
抜

本
的
に
見
直
す
。」
と
あ
る
。
同
意

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
実
務
家

と
し
て
、
近
年
不
公
平
が
発
生
し
て

い
る
と
感
じ
る
。

　

二
点
目
は
、
小
規
模
企
業
等
に
係

る
税
制
の
あ
り
方
の
検
討
す
る
（
所

得
税
、
個
人
住
民
税
）
と
あ
る
。

「
個
人
事
業
主
、
同
族
会
社
、
給
与

所
得
者
の
課
税
の
バ
ラ
ン
ス
や
勤
労
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